
○製造・流通等の現場の環境（温度、湿度、圧力、清浄度等）を制御・調整
するものづくり環境調整技術

○具体的には、
・製造現場における、生産性向上の取組として、歩留まりの改善、故障率の低
減等に寄与する清浄化やコンタミネーションの監視・制御
・医療機器、医薬品、食品等の分野における、品質向上・安全性確保のため
に、冷蔵・冷凍・空調機器・真空機器等を用いた温度、湿度、圧力、清浄度
等の維持管理
・製造における生産性・信頼性の向上、製品の汚染防止・鮮度維持だけでは
なく、製品や原材料・素材の流通過程における品質管理等の付加価値の創
出、製造現場における作業環境の安全性確保、廃棄処理、リサイクル

など

製造環境技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「４．製造環境技術」

１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術



川下分野 課題及びニーズ

共通

ア．高機能化
イ．低負荷環境下での製造
ウ．低コストでの製造
エ．効率的な生産

医療・健康・介護

ア．医療安全性の確保
イ．現場における環境改善

環境・エネルギー ア．地球温暖化係数の低い冷媒の使用
イ．環境負荷の少ないガスの使用
ウ．長期安定性デバイスの実現
エ．製造設備の加工精度向上
オ．省エネルギーの実現

航空宇宙

ア．極限環境に対応した部素材製造技術の実現

食品

ア．最適な流通手法の確立
イ．最適な保存方法の確立
ウ．高品質・高付加価値の付与

特定ものづくり基盤技術「４．製造環境技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

デジタル家電

ア．超クリーン成膜の実現
イ．小型軽量化
ウ．低消費電力化

自動車

ア.高品質・高信頼性デバイスの実現



特定ものづくり基盤技術「４．製造環境技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）当該技術が持つ諸特性の向
上に対応した技術開発の方向性

①温度維持・管理の高度化
②圧力維持・管理の高度化
③流体清浄度維持・管理の高度化
④静電気・電磁波等の発生抑制技術の高度化

（２）省エネルギー・低環境負荷に
対応した技術開発の方向性

①冷媒使用量の削減・地球温暖化係数が低い冷媒の活用
②冷媒漏洩の防止
③冷媒漏洩の検知
④環境に配慮した冷媒の回収率の向上
⑤エネルギー効率の向上
⑥安全性の向上
⑦低騒音化
⑧特殊ガスの利用・高性能な排ガス処理装置による環境負荷の低減

（３）生産性・コスト・効率化に対
応した技術開発の方向性

①温度・圧力・清浄度制御技術の向上
②環境制御装置の長寿命化
③環境制御装置の小型化
④メンテナンスコストの低減
⑤均質な製品製造及び歩留まりの向上
⑥製造装置の最適化

（４）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
技術開発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた製造環
境に係る技術開発の効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度
生鮮魚介類を長期保存するハニカム構造体を用いた
ナノバブル生成装置の開発

丸福水産(株)、九州工業大学、
(一財)九州産業技術センター

平成25年度
極小化に対応した水晶振動子真空移載・加熱封止装置の
研究開発

タマティーエルオー(株)、(株)昭和真空、
ワッティー(株)、群馬大学

特定ものづくり基盤技術「４．製造環境技術」 研究開発事例








